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小中連携を考える

稲 岡 章 代 柏 木 賀 津 子 兼 重　昇 畑 田　文 竹 内　理 《 司 会 》

INAOKA FUMIYO KASHIWAGI KAZUKO KANESHIGE NOBORU HATADA AYA TAKEUCHI OSAMU
（関西大学）（大阪府箕面市立西小学校）（鳴門教育大学）（奈良市教育委員会）（兵庫県姫路市立豊富中学校）

特 集 ：座 談 会
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竹内　平成 23 年度から小学校に

外国語活動が本格的に導入され

ます。また，市町村によっては平

成 21年度から前倒しでカリキュ

ラムが実施されるところもありま

す。外国語活動を体験してきた子

どもたちが入ってくるとき，中学

校の英語教育はどのようになるの

かということも考えつつ，スムー

ズに子どもたちが小学校から中学

校へ移っていけるように，小中連

携について話し合っていきたいと

いうのがこの座談会の主旨です。

　小学校では『英語ノート』が入

り，電子黒板で授業ができるよう

になるなど取り組みは進んでいま

すが，この状況は中学校では意外

と知られていません。本日の座談

会でそのような情報も共有し，今

後の中学校の英語教育のあり方に

ついても考えていければ幸いです。

小学校外国語活動の現状と成果

竹内　では最初に，それぞれの地

域の小学校外国語活動の現状と，

『英語ノート』や ICT 教材などの利

用形態を教えていただけたらと思

います。

柏木　3 年前までは，奈良市全体

としての小学校英語活動はあまり

やってこなかったのですが，2010

年に世界歴史都市会議が奈良市

で開催されることも視野に入れ，

「子どもたちに日本のことを発信で

きるような英語力を」ということで，

2 年前から「ハローイングリッシュ」

が始まりました。外国人を含む，

英語が堪能な地域の方に英語ア

シスタントとしてご協力いただい

てスタートしたのですが，地域に

密着した英語活動ということも

あって，英語アシスタントの方が

力を発揮されました。そして担任

の先生も，「こんなに子どもが学

ぶのならやってみよう」と一緒に授

業をされるようになりました。英

語アシスタントはインプットの授

業が上手ですし，担任の先生はイ

ンタラクションのある授業が上手

なので，役割を分担しながら進め

ていらっしゃいます。

　この 2 年間で子どもたちが驚く

ほど力をつけた学校もありますが，

模索中のところもありますので，

教員研修や訪問研修を各学校で

行っています。また，英語活動が

進むにつれ，やはり小中の連携が

必要だという声もありましたので，

市で推進室を作り，小・中・高・

大の教員に集まっていただき，連

携の柱について話し合っています。

『英語ノート』については，昨年以

降，各学校で指導案を作っても

らったり，市教委で活用資料を

作ったりしています。そこにも奈

良らしさを入れ，「奈良らしい英語

活動」ができるよう工夫していま

す。

　ICT 教材は，英語アシスタント

の英語に触れられるので，特に必

要ないようなのですが，担任の先

生が一人で授業をするときに活用

したという声を聞いています。

竹内　地域人材の活用に取り組

まれていること，担任の先生がう

まく入りつつあることがわかりまし

た。小中連携にも必然性が出てき

ているのですね。

柏木　中学校の先生も，子どもた

ちがどういう勉強をして入ってく

るのかということに興味を持って

いらっしゃるようです。

竹内　さて，次は箕面市立西小
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学校の取り組みと，箕面市の状況

を教えていただければと思います。

畑田　西小学校での英語活動は

1999 年から始まりました。私は

2003 年から JTEとして小学校に

入り，担任と TT を行っています。

　最初は，何から手をつければい

いかわかりませんでしたが，英語

学習というより，コミュニケーショ

ンや異文化理解に焦点を当てると

いう，国の方針を理解できてから，

あいさつ，自己紹介などからカリ

キュラムを作っていきました。取

り組むにつれ，中学校では十分に

時間を割けなかった数字や建物，

国名などをゲームで取り入れても，

子どもたちがおもしろいほど吸収

するのを目の当たりにすることが

でき，英語活動の可能性を感じる

ことも多々ありました。

　『英語ノート』は，自分で作成し

たカリキュラムに合わせて適宜

使っています。ただ，『英語ノート』

にのみ頼り切って児童の実態に応

じた工夫をしなければ，コミュニ

ケーションの楽しさを味わわせる

ことができないのではと，個人的

には少し懸念しています。

　箕面市全体では，英語活動を 3

年生から実施しており，ALT も週

に 2 回派遣されています。教員研

修として，指導案を作成したりも

してきました。今年度は意見交流

もでき，取り組みが形になりつつ

あります。ただ，全体のものになっ

ていないのが課題です。

竹内　箕面市は異文化理解から

英語活動につなげていったという

ことですね。可能性は大いにある

が課題もあるということでしょう

か。

　奈良市の英語活動の場合は，

英会話型でしょうか。異文化理解

型でしょうか。

柏木　内容は異文化理解型です

が，奈良や外国のことを扱いなが

らも，コミュニケーションの力をつ

けることを目指しています。

竹内　「コミュニケーション能力の

素地」の育成に力を入れられてい

るわけですね。それでは，姫路市

の状況はどうでしょうか。

稲岡　姫路市は外国語活動の準

備段階のまっただ中で，最近小中

一貫教育標準カリキュラムが出来

上がりました。拠点校，研究会も

ありますが，市全体としての教員

研修はそう多くは行われていませ

ん。私の知る範囲では，それぞれ

の学校や担任の先生によって取り

組み方は違っているようです。し

かし，「いろんなことを知りたい」と

授業を見に来られる小学校の先生

からは大いに意欲が感じられ，そ

れが子どもたちにも伝わるのでは

と期待しています。

　今後，市内の全小中学校にお

いて小中一貫教育が行われるよう

になっていきます。全教科での小

中連携が必要であり，連携を軸と

した教育改革が行われていくと思

われます。

　ALT は，小学校には希望により

数週間に 1回の割合で派遣されま

すが，小学校でどんなことをした

らよいかを，中学校の先生に尋ね

たりしながら授業を行っている状

況も見られます。地域人材を活用

している小学校もあります。

竹内　今が入り口で，組織的にこ

れから取り組もうとされているの

ですね。取り組み状況も学校に

よって違うということでした。小

中一貫教育になるというのは今の

動きですね。英語教育にとっても

追い風になるのではと思います。

　さてそれでは，全国的な動きを

うかがいたいと思います。

兼重　地域・行政区によって，ま

た学校によってだいぶ取り組み方

が違うのが現状です。

　地方では，ALT が一緒に活動

できる機会が多いのですが，都市

部では ALT の人数が足りないの

で，ICT 教材の活用が望まれてい

ます。

　また，先ほど地域人材の話があ

りましたが，担任の先生や ALT

がうまく授業を進められるように

サポートする役割，バックアップ

するコミュニケーター的役割とし

て，地域人材をとてもうまく活用

している地域もあります。地域人

材に望まれる資質とはどのような

ものかということは，ポイントにな

ると思います。

　『英語ノート』については，カリ

キュラム自体は拠点校を参考に作

られたという経緯があるのですが，

拠点校ではこれまでの活動にどう

『英語ノート』を合わせていくかと

P R O F I L E

稲岡章代
兵庫県姫路市立豊富中学校教諭。優れた

授業実践によって 2000 年度パーマー賞

を受賞。生徒の表現力を伸ばすための

様々な工夫を積み重ねている。授業の様

子は 2003 年 11 月 NHK 教育テレビ『わ

くわく授業』でも紹介された。2006 年

度兵庫県優秀教職員表彰を受賞。
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いうことが課題となると思います。

また，拠点校以外の学校はレファ

レンスとして使えるだろうというイ

メージを持っているようです。『英

語ノート』以外のテキストを使って

いる学校もありますが，いずれに

してもどう地域と結びつけていく

かがポイントになると思います。

　全国的な傾向としては，ALT 任

せではなく，担任の先生が一生懸

命取り組んでいることが，この 1

年の大きな変化かなと思います。

竹内　地域人材の活用法は，一

緒に授業をする役割，サポーター

的役割など様々ですね。全国的に

は担任の先生が中心となって進め

てきている，というのが小学校の

現状と理解いたしました。

　さて，小学校の現状がわかった

ところで，中学校側から見た小学

校外国語活動の成果や影響を教

えていただきたいと思います。

稲岡　一番に，生徒が英語を使

う割合が多くなってきたと思いま

す。例えば，子どもたちに“Hello.”

とあいさつすると，以前はにっこ

りするくらいでしたが，今は

“Hello.”と返ってくるようになりま

した。また，英語を聞くときも「こ

の人は何を言っているのかな」と，

わくわくしながら想像することも

でき始めているのではないかと思

います。相手の目を見てちゃんと

話をするなど「相手を意識する気

持ち」が持てているのかなと思い

ます。これは，ことばを使う上で

とても大切なことです。

　心配しなくても，子どもたちは

ちゃんと世界に目を向けて中学校

に入ってきています。そのような

「素地」を持って入ってくる子ども

たちを，中学入学と同時に「書くこ

と」だけに焦点を当てた評価など

で縛りすぎないことが，小中で連

携をする上で重要になるのだと思

います。

竹内　「コミュニケーション能力の

素地」という点ではかなり改善が

見られたというご感想ですが，教

育委員会の立場で，いろいろな学

校を見られていていかがですか。

柏木　5 年目を迎える小中一貫校

に行くと，9 年生は ALT と自然な

会話ができるようになっていまし

た。その子どもたちは，「外国の人

に道を聞かれたら助けてあげる」と

言うんです。それは相手を助けて

あげられる自信があるということ

なんですね。英語をスポンジのよ

うに吸収し，文法などを楽しく学

び，習ったものから使っていきた

いという子どもたちの態度に先生

方も驚いています。

竹内　外国人に話しかけられても

「逃げない」という目標は達成され

たわけですね。さらに自分から助

けようという意欲まで出ている。

柏木　小中一貫校では文字の導

入までに 100 時間以上，英語の

音に触れています。あまり英語が

得意でない子どもも，たくさんの

“example”に触れてきているの

で，難しく感じるような文でも，自

分がかつて聞いたり発したりした

例に戻って考えるようで，語順を

間違えることは少ないようです。

　また，子どもたちはゲームが大

好きですが，高学年ほど「やりとり」

している中味の方にも興味を持っ

ていることが，英語活動のアン

ケートでわかりました。友だちの

こと，外国のことについての関心

が高くなってきている，これを何

とか中学校に伝えて引き継ぎたい

と思います。

竹内　小学校の状況がわかって

きたところで，そもそも小学校と

中学校の英語では何が違うのかと

いうことを考えてみようかと思い

ます。どんなところが大きく違う

と思われるでしょうか。

兼重　小中の授業スタイルはもち

ろん違いますが，一番違うのは授

業を作るときの根本的なイメージ

だと思います。小学校はトピック

や場面がまず設定され，そのあと

で表現がついてきますが，中学校

は教科書があるので，表現にまず

焦点が当たり，そこから授業を作っ

ていく傾向があります。

　語彙についても，『英語ノート』

で何語扱っているかが話題になり

ましたが，そこからいくらでも広

がってよいという，オープンエン

ドなイメージがあるのが小学校で

す。中学校でも新学習指導要領

になると，広がりが出てくるだろ

うとは思うのですが，現状では範

囲がある程度決まっています。そ

ういったところが違うと思います。

竹内　小中両方で教えられた経

験のある畑田先生はどうですか。

畑田　子どもたちの興味・関心に

基づいて自由に組み立てたり，他

教科や「総合的な学習の時間」と

小学校外国語活動と中学校英語の違い
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たあと，産地について英語で表現

したり，「歴史」で学んだことを英

語のクイズにしたりと，柔軟に考

えられるのは小学校のよさです

ね。別の教科で学んだ内容を英

語でも言ってみたりできるという

ことです。一方，中学校では各教

科の専科の先生が指導するので

教科枠は超えにくいのですが，意

識的・分析的に学ぶことができま

す。そういった面でも確かにアプ

ローチは違うだろうと思われます。

小中連携の意義とポイント

オーバーラップさせたりと，教師

によって自由に広げることが可能

なのが小学校の特徴だと思いま

す。

　中学校は基本的に教科書を終

えないといけないので，その中で

活動を織り込んでいくというのが

根本的に違うところだと思います。

竹内　教科の枠を飛び超えられる

自由さ，そのあたりも小学校の英

語の特徴ですね。

稲岡　そうだと思います。題材で

いろいろな教科の内容を扱ってみ

ようというとき，中学校ならその

教科の先生に既習事項を尋ねな

ければなりませんが，小学校だと

担任の先生が各教科の学習内容

も把握されているので，既習内容

とタイアップしやすく，子どもたち

も理解しやすいと思います。

竹内　授業スタイルの大きな違い

が小学校と中学校の間に存在して

いることがわかりました。「総合的

な学習の時間」で食文化を学習し

竹内　これからの義務教育は，9

年間を通して子どもたちをどう育

てていくのか，という目標を考え

る必要があると言われています。

6・3 で分けるのは大人の論理で

あり，子どもは一人の人間として

成長していくわけですから，義務

教育の 9 年が経ったらどんな子ど

もに育つのかを考えることはとて

も重要であると思います。

　これは全教科に関わることです

が，英語においても中学校の新学

習指導要領に小学校の外国語活

動を踏まえることが明記されてい

ます。さらに，高等学校の新学習

指導要領案にも中学校との接続

について明記されています。つま

り，小中に加え，高までもが連携

する状況が目の前にあるわけです。

　そういった状況から「小中連携

は必要だ」という前提にたって，小

中連携の意義や，どのように進め

たらよいのか，といったことをお

聞かせいただければと思います。

稲岡　中学校側からいうと，小学

校で何を身につけてきているか，

また，集団としてどう伸ばすこと

　小中それぞれの場所で最大限

に働けるのは，それぞれの先生だ

と思うので，小中連携を効果的に

行うためにも情報交換は不可欠だ

と思います。

竹内　連携をしっかりし，お互い

を知り合うことが大切だというこ

とですね。

　実際の指導で一番悩むのは，中

学校入学時，つまり入門期の指導

だと思います。小学校で何を学ん

できているのか，どれくらい定着

しているのかと悩むところですが，

例えば，文字や音声の指導は，ど

うしていけばよいでしょうか。

が課題なのかということを見極め

ることが大切です。中学校ではス

キル面を伸ばす必要もあるので，

小学校でどのような「素地」が身に

ついたかを，授業中の活動を通し

て自分たちの目で判断し，どうい

う形で迫っていこうかと考える必

要があります。

　また，小学校で何がうまくいっ

て，何がうまくいかなかったかを

小学校の先生とお話しすることが

できれば心強いと思います。中学

校の目標を達成するために，その

アドバイスをプラスとして取り込

んでいくことが大切だと思います。

兼重　同じコンセプトを持って進

めていくためには，お互いを知ら

なくてはいけないと思います。

　例えば，小学校の最後のレッス

ンに中学校の先生が入るとか，卒

業前の 2 月頃に中学校の先生とイ

ンタビューをし合うとか，同じ中

学校区の他の小学校とのテレビ会

議に中学校の先生も参加するとか

いったことで，スキル面で何がで

きているのかを感じることができ

ます。

P R O F I L E

柏木賀津子
奈良市教育委員会指導主事。ハローイン

グリッシュ事業，奈良市小中一貫教育推

進，小学校英語訪問研修などを通して，

担任の先生のよさを活かす小学校英語活

動に取り組んでいる。また，子どもの第

二言語習得の認知学習についても研究を

進めている。
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畑田　『英語ノート』を見ていると，

チャンツがたくさん扱われていま

す。これを活用すれば，比較的抵

抗なく音声から文法事項に入れる

と思います。また，曜日や月など

も音声で慣れ親しんでいるので，

それをうまく活用すれば，文字に

も抵抗なく移行できるのではない

かと思います。

　文字に関していえば，小学校で

も文字を書きたいという子どもの

欲求はありますが，そこであまり

文字指導をしすぎるのは望ましく

ないと思います。「ここから先は中

学校でのお楽しみ！」と期待を高め

ることも小学校サイドとしては配

慮すべきだと思います。

竹内　小学校で身につけたことを

よく把握し，それをうまく中学校

側につなぐ工夫が必要なことと，

中学校での「楽しみ」まで，小学校

側がとらないという配慮が必要と

のご指摘をいただきました。奈良

市ではどうでしょうか。

柏木　奈良市では，入門期につい

て，まず次の 4 つの連携を考えて

います。

①学習習慣：外国語活動で身に

ついた，ペアワーク，グループワー

ク，インタビュー，情報収集活動

などの学習習慣を中 1につなぐこ

と。

②指導法：「聞く」「話す」中心で学

習してきたので，中学校でも聞く

ことから指導したり，スピーキン

グ活動などの言語活動を連携させ

ること。

③発音と綴り：小学校では，外来

語と英語で音が違うということに

気づかせ，中学校では発音と綴り

の関係を理論的に教えること。

④言語・文化：「外国語活動」とい

うことなので，英語は世界の言語

の中の 1つというとらえ方をし，

そのグローバルな視点を受け継ぐ

こと。

　特に④については，話題に興味

を持たせることが大事です。推進

室では，中学校の先生と小学校の

先生で題材が似ているページを見

合って，授業のデモンストレーショ

ンをしたりしています。

　また，文法の指導についても，

どういう場面でその文が使えるか

を，人との関わりや体の動きと一

緒に指導できるとよいと思います。

竹内　指導法を連携させるという

ことは，評価法もある程度連携さ

せていくことになると思いますが，

そのあたりはどうお考えですか。

稲岡　小学校と中学校では，目標

が違う分，評価の観点が違うと思

います。小学校では体験を通して

理解を深め，積極的に取り組むこ

とが大切になっていくと思います

が，中学校ではさらに，いろいろ

な活動や方法で「聞くこと」「話す

こと」「読むこと」「書くこと」などの

コミュニケーション能力について

も評価していきます。

竹内　現在は，中学校ではペー

パーテストが中心ですが，これは

変わると思われますか。

稲岡　ペーパーテストによる評価

は，引き続き行われると思います

が，適した評価をするため，テス

ト問題の改善や工夫が重要になっ

てくると思います。小学校で培わ

れた音声面での理解が中学校でど

のように伸びたかをみる問題，「読

むこと」による理解度をみる問題

や，英語のルールや文化に関する

「言語や文化についての知識・理

解」をみる問題，また，自分の考え

や気持ちなどを英文で表現する

「書くこと」の評価ができる問題な

どを一層工夫する必要性が出てく

ると思います。また，小学校で「聞

く」「話す」中心に学習してきたこと

が単に「書けたらいい」ではなく，

それらを活用してどうコミュニ

ケーションを進められるか，とい

うことを評価できるテスト問題が

ますます求められると思います。

コミュニケーションを意識した評

価の仕方を考えていかなければい

けないと思います。

竹内　「文が作れたらよい」で終わ

らせるのではなく，その先のコミュ

ニケーションをどう評価するのか

がポイントになりますね。

　奈良市の方では評価については

どうお考えでしょうか。

柏木　奈良市では今，小学校の

評価規準を作成し，共通理解を

図っています。評価の観点は，小

学校でも使えそうな中学校のス
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ピーキングの活動を参考に作成し

ています。

　『小学校外国語活動　研修ガイ

ドブック』には，どのようにがん

ばっていたか，また，子どもの変

化を見ることが大事ということが

書かれていましたが，どんな方法

で評価するか，また，中学校にど

う伝えていくかということを考え

ていかなければならないと思いま

す。

竹内　実際にやってみるパフォー

マンス・テストが重要になります

ね。中学校でも導入の必要性が

出るでしょう。もし中学校でそう

いった評価法を導入しなければ，

コミュニケーションは重要でない

というメッセージを送っているの

と同じになりますので，このあたり

も連動する必要がありますね。

兼重　連携を考えるならば，何が

できて，何ができていないのかと

いう評価はした方がいいと思うの

で，パフォーマンス・テストを設定

して評価することは，小学校でも

中学校でも求められると思います。

　中学校の先生が小学校に入っ

てきてインタビューをするという

のは，小中連携を考える上で，と

ても勉強になると思います。以

前，子どもたちにインタビューテ

ストをしたことがあるのですが，

何ができて何ができないのか，ま

た，場面によって何ができるのか

がよくわかりました。それを文書

で伝えていくのは難しいので，次

年度の中 1を担当するであろう先

生が小学校にやってきて，グルー

プに分かれてインタビューやパ

フォーマンス・テストで評価をす

ることで，文書では伝わらない情

報交換が可能になるのではないか

と思います。

　かつて，中学校から小学校を見

たとき，一見何をしているのかが

わかりませんでした。しかし，そ

れは評価方法やねらいも含め，向

いているベクトルが小学校と中学

校では違うからだと思います。そ

ういった意味でも，知的活動のよ

り発展的なもの，何かを分析的に

考える楽しさというのは，中学校

に残しておいてあげるというのは

大切なことだと思います。

　もう一点，社会的な観点から小

中連携を考えると，情報発信が重

要になると思います。これまで，

入門期は少しずつステップアップ

するイメージだったと思いますが，

小学校に外国語活動が入ること

で，言語材料の提示の方法が変

えられるかもしれません。しかし，

教科書を最初からきちんとやらな

いと保護者が不安に感じることも

あるので，そうさせないために，

情報発信が必要かと思います。

竹内　指導法・評価に関して，い

ろいろなご意見をいただきました。

測定・評価には，点数化して生徒

の能力を測る psychometric と，

どれだけ定着したのか，指導法は

どうだったのかなど，教育的効果

を測る edumetric の 2 通りがあ

ります。小中連携においては，児

童・生徒の能力だけを見るのでは

なく，定着度や指導法の改善にも

つなげていかなければいけないの

で，教師の方にもベクトルが向い

た edumetricをしていかなければ

ならないのではないかと感じます。

　いずれにせよ，指導も評価も 9

年一貫といっているのですから，

行政や学校はその方針を社会に

向けて説明し，実行していく必要

がありますね。 

柏木　日本の子どもたちが最初に

英語に接する約 500 時間を小中

が担うことになるわけですが，小

中連携を考えるとき，そこだけを

考えるのではなく，その子どもた

ちが 20 歳になったときにどういう

役割を国際社会の中で果たしてい

くのかを考え，そことぶれないベ

クトルを小・中学校では持ちたい

と考えています。

　そういう意味では，高校の英語

教育もひと続きではないかと思い

ます。小学校で最高のスタートを

切ったとしても，それを中高とつ

なげていくためには，行政はもち

ろん，指導者も一本化しないと実

現は難しいと思います。

竹内　やはりもっと大きなスパン

で英語教育を見ないといけないと

いうことですね。

柏木　しかし，それをどうやって

保護者に伝えるか，どうやって小

学校と中学校の先生で共有する

か。今あるものをつなぐのは連携

ですが，今あるものを練って新し

いものを作るのは一貫で，これは

P R O F I L E

兼重　昇
鳴門教育大学准教授，小学校英語教育セ

ンター兼務。同センター事業により「お

遍路型研修」を全国で実施。『小学校学習

指導要領解説　外国語活動編』（文部科学

省）の作成協力者。著書に『小学校 新学

習指導要領の展開　外国語活動編』（明治

図書出版）ほか。
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大変です。一教員，一小中学校で

はできないので，もっと大きな機

関が，日本として何を目指すかと

いうことを打ち出さないといけな

いと思います。小学校の先生はい

いポイントをつかんでいらっしゃ

いますが，それを説明する責任を

小学校だけに任せるべきではない

と思っています。

竹内　言語政策ですね。日本の

弱いところです。学習指導要領を

通して方針を示してはいるけれど，

現場がそれをなかなか読み取れ

ず，混乱が生じている側面もあり

ます。一定の方向を，皆がわかる

よう明確に打ち出し，ぶれずに，

それをしっかりと発展させていか

ねばいけませんね。

中学校の指導は変わるか

竹内　では，小学校に外国語活

動が入ったことにより，中学校の

英語教育はどうなるとお考えで

しょうか。

畑田　生徒が小学校ですでに学

んできたことは何かということを

日々の指導で意識し，もう一度丁

寧に押さえるべきことと，さらりと

進められることを区別し，メリハリ

をつけた指導ができるようになる

と思います。

　また，小学校では「聞く」「話す」

といった活動中心で展開するの

で，そういった態度は育ちつつあ

ることを前提に，それを活かした

授業を構築していくことができる

と思います。

　2002 年に「英語が使える日本

人」の育成のための戦略構想が策

定されましたが，どの程度の英語

力を目標にするのかといった問題

は，言語政策レベルの極めて難し

い話です。今言えるのは，少なく

とも自分が中学校で教鞭をとって

いた時代のままではいけないとい

うことです。中学校も高校も，変

わる，変わらないではなく，変わっ

ていかないといけないということ

を痛切に感じています。

稲岡　変えやすい状況にはなって

いくと思います。私たちは，まだ

小中連携の経験が浅いので不安

もありますが，きっとこうしたらど

うかということは見えてくると思い

ます。例えば授業で，今までなら

文型練習であくせくし，テストが

近づけば焦ってどんどん教科書を

進めていたとしても，小学校の外

国語活動で一度は触れていること

であれば，オーラルで文型をもう

一度思い出させ，さらに関連表現

の文を使って大いに表現力を伸ば

したりすることもできると思いま

す。

　例えば，小 6 の「夢を語る」場

面で I want to be ... の表現を

練習したとしましょう。中 1の自

己紹介では，今までなら名前や誕

生日などの表現を教えて自己表現

をさせていましたが，今後は小学

校で学んだ表現も自由にふんだん

に取り入れさせることができます。

さらに，中 2 の教科書で不定詞が

出てきたとき，to の使い方につい

て，改めて理論的に文法的な説明

をしてあげられます。あわせて，

「小学校ではこう思っていたけど，

今はこれになりたい」という表現を

させ，because ... で理由を述べ

させたり，What do you think 

about my dream? と意見を求

めさせたりすると，表現を深めた

り意見の交流をしたりすることが

できます。中学校は友だちの手助

けをしたい，人のために役に立ち

たい，人から求められる人間にな

りたいという思いがいっそう芽生

えてくる時期でもあります。状況

しだいで，自分を見つめ，自分に

自信をつけ，友だちと支え合うと

いうことがどんどんできるわけで

す。題材の扱い方しだいで，自分

と対話をするチャンスにすること

ができます。

竹内　小学校で学んできたことを

うまくリサイクルして拡張する一

連の流れが必要だということです

ね。習ってきたことをしっかり押

さえて，もう一歩踏みこんでみる，

もう一言付け加えて活動を発展さ

せる，といった指導が必要なのか

もしれません。

兼重　今，稲岡先生がおっしゃっ

た「表現を深める」というのがポイ

ントかと思います。小学校ではこ

とばと本当に言いたいこととの

ギャップが問題になりますが，中

学校では理由も英語で言うことが

でき，表現を深められるのがよさ

であると思います。時間数も中学

校では週 4 時間に増えるので，ど

う深めていくか，広げていくか，

知的好奇心をどういうふうに刺激

し，自分の言いたいことを表現し

ていくか，などといったように，こ

とばと言いたいこととのギャップ

を埋めていくことが，生涯教育と

しての英語教育のあり方だと思い

ます。
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竹内　深めていく，発展させてい

くということが中学校英語の醍醐

味なのですね。

　これと関連して，例えば，子ど

もたちに自分が変化したことを意

識させるため，小学校の英語学習

記録を中学校にも引き継いでいけ

るポートフォリオのようなシステ

ムがあるとよいですね。音声でも

簡単に記録を残せる時代ですか

ら。そういう継続的評価，一種の

カルテのようなものが中学校の英

語の先生に届けられるシステムを

国として構築していかなければな

らないでしょう。EU には，どんな

言語を，どういうふうに学んで，

何ができるようになったかを記録

する言語ポートフォリオがありま

す。そういった「一貫した指導」の

手助けになるようなツールを確立

していかなければなりませんね。

柏木　ポートフォリオとまではい

きませんが，I learned ... と心に

残ったことを授業の終わりに言う

場面をためていくとおもしろいか

もしれません。また，ビデオ観察

で小学校と中学校を記録し，自分

の成長を見るのもおもしろいと思

います。

竹内　では，小学校の成果を引き

継げなくなるので，中学校ではこ

れを絶対にやってほしくない，と

いうようなことはありますか。

畑田　例えば，子どもたちは小学

校でいろいろな単語に触れます。

きっと知っていることは言いたが

ると思うのですが，中学校でそれ

を制限することはしないでほしい

と思います。

竹内　うまく受けとめてあげない

といけないということですね。

稲岡　それはある意味，教師の人

間性・資質に関わる問題ですね。

　加えて，小学校の外国語活動を

否定するような発言，例えば「発

音が違う」「そんなことを習った

の？」といった発言は，お互いに 1

つの目標に向かっているわけです

から，マナーとしてやめた方がい

いですね。

　また，思い切り書くという体験

なしに，最初から型にはめると，

自由な発想がつぶされるので，お

もしろみや楽しさがなくなってい

きますし，自由な発言や発想がし

にくくなると思います。授業や評

価で小学校と一貫性を持たせるこ

とが必要です。

　それから，いくつかの小学校か

ら1つの中学校に入学してくる場

合が多いのですが，「いろいろな

ところから子どもたちが集まって

きて楽しい」と考えたいものです。

「学校によって差がある」とマイナ

ス的にとらえることはよくありませ

ん。子どもも保護者も不安にな

り，その地域ではいい教育がなさ

れないと思います。

兼重　中学校は，正確さを求めた

りしなくてはならない立場だと思

いますが，小学校の否定をするの

はよくないですね。特に発音のこ

とはよく言われますが，子どもの

発音を聞かずにそういうことを言

われる場合もあります。その意味

でも積極的に情報をとらえること

が必要なのかなと思います。

竹内　では，これを中学校ではぜ

ひやってほしい，ということはあり

ますか。

柏木　子どもはわからない単語や

知らない音声形式でも，うまく音

と意味を結んでいることがありま

す。そういった小学校での学びを

活かし，豊かなインプットの中で

規則を確認していく指導があると

いいと思います。また，小学校と

同じ表現を繰り返すときも，「似て

いる」から自信を持って取り組め，

違う方法で学べるから新鮮だと考

えてもらえたらと思います。

稲岡　確かに，小学校での音声

中心の学びが基礎的な力となっ

て，書く力に影響を与えます。し

かし，音声だと得意ではないし，

おもしろみがわからないけれど，

書くのは好きだし，書くことで上

手に自分の考えを表すことができ

る生徒もいるので，中学校ではそ

ういう生徒にも自信をつけさせる

ようにしたいですね。

兼重　どんどん表現してみようと

いう小学校外国語活動のコミュニ

ケーションのスタイルと，正確さ

を求める中学校英語のスタイルが

ありますが，バランスをうまくとら

ないと，子どもたちがしんどくなっ

てしまうと思います。中学校の先

生は子どもたちを見て，調整して

いかないといけない。キーワード

は「メリハリ」だと思います。

P R O F I L E

畑田　文
大阪府箕面市立西小学校教諭。箕面市内

中学校，教育委員会勤務を経て，2003

年より現職。『小学校英語　学級担任の

ための活動アイディア集 3・4 年生用／

5・6 年生用』（三省堂），『小・中学校の

英語遊びシリーズ』（明治図書，長瀬荘一

編）等の執筆に参加。
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竹内　小学校は音声中心だから，

中学校ではがんばって書かせない

といけないと考える先生も出てく

るかもしれませんね。そこをバラ

ンスよく，メリハリを大切に，とい

うのはよくわかります。

小中連携の課題

自分の目の前の子どもたちに合っ

た授業をしない先生も出てきてし

まうので，自分で考える力をつけ

る研修も必要だというご指摘をい

ただきました。

　ちなみに，英語嫌いで入学して

きた子どもたちがいたら，稲岡先

生はどうされますか。

稲岡　まず，どんな子どもかとい

う生徒理解に努めますね。何が好

きなのかを探り，その子が興味を

持つような題材やトピックをつか

み，それを授業で共有する場面を

作って自信をつけさせていくと思

います。

　また，小学校と同じ活動をする

場合でも，場面設定や相手を替え

るなど，学習形態を変えることで，

マンネリ化は避けられます。これ

は，授業のやり方，教師の力量・

工夫にも通じることですね。

竹内　これからは，中学校でも学

び合いを意識した授業の展開が

鍵になりそうですね。

　次に，中学校の教科書は，どう

変わるべきだと思われますか。

柏木　子どもたちが聞いてきてい

るだろう思われるTeacher Talkな

どの表現を教科書で引き継いでも

らえたらと思います。また，英語

そのもののリズムがあるもの，原

作のよさが息づいているものを入

れてほしいと思います。それから，

他教科で行っている学習活動も参

考にし合えたらと思います。

竹内　確かにグループワークなど

が上手にできている学校は，全教

ばってしまうと，アウトプットを急

がせることになります。小学校の

先生はプロジェクトが得意ですし，

子どもたちに発表させるのはよい

のですが，英語嫌いをつくらない

ためにも，無理そうだったら違う

選択肢を持っておく，などといっ

たことを，継続して研修していき

たいと思います。

畑田　教員研修をしっかりする必

要はありますね。高学年ほどきち

んと理解しない段階で不用意に言

葉を発したくないという気持ちが

強いので，アウトプットを急がせ

過ぎないことをしっかりと伝えて

いかないといけません。子どもた

ちがコミュニケーションを楽しみ，

自発的に発話できるよう育てるの

が理想です。

兼重　教員研修については，中学

校の先生も参加しやすい環境を整

えることが必要だと思います。お

互いの状況を知るために，お互い

の授業を見るというのは大切です。

 『英語ノート』をどう使うかという

ことも研修などでは話題になると

思いますが，与えられた指導案で

そのまま指導するのではなく，そ

の学校の実態に合ったやり方に変

える工夫をすると，子どもたちに

合った指導ができると思います。

竹内　小中の独自性もあります

が，共通する部分については共通

の研修が必要になってくるでしょ

うね。

　また，モデルを提供されると，

その真似をすることに終始して，

竹内　次に，小中連携の課題を

お聞きしたいと思います。おそら

く，連携をしていく上で克服しな

ければいけない問題は山積してい

ると思います。一番よく言われる

問題は小学校と小学校の格差，

つまり「小小格差」ですが，どうやっ

て足並みをそろえていったらよい

のか頭が痛いところです。また，

早い時期からの「英語嫌い」出現

も，克服しなければいけない課題

です。

柏木　「小小格差」の問題を抱え

るのは英語だけではありません。

奈良市では，教員研修を行うとき

に中学校の学区別で小学校の先

生に集まってもらい，時間数や内

容などの情報交換をしてもらって

います。将来的には，そこに中学

校の先生にも参加してもらえると

よいと思っています。

　また，『英語ノート』を見ている

とインプットから発信活動へとい

う流れになっていますが，インプッ

トが十分でないのに発信をがん

P R O F I L E

竹内　理
関西大学（外国語教育学研究科・外国語

教育研究機構）教授。専門分野は，英語

教育学（学習方略，学習者要因）と教育

メディア学。2004 年度大学英語教育学

会学術賞受賞。著書に『より良い外国語

学習法を求めて』（松柏社），『「達人」の英

語学習法』（草思社）ほか。
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　 特 集  座談会
小中連携を考える
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もらえるようにもっと発信してい

かなければならないし，また，中

学校では小学校で得たものを活か

して連携し，発展させることがで

きるように工夫していかなければ

ならないと思います。

稲岡　小中が 9 年間の目標をお

互いに確認し合うためには，生徒

を軸に学区単位で連携していかな

いといけないと思います。また，

指導法の連携の面で，教科書や

『英語ノート』の影響は大きくなる

と思うので，それを使う教師側も

しっかりと考えていかなければい

けないと思います。入門期をどう

扱っていこうかなどといったこと

も，同僚と確認し合い，小学校に

も発信していきたいと思います。

兼重　今は大きな変革の時期だと

思うので，教員養成や研修の機会

に，新しい情報，具体的な情報を

たくさん提供し，先生方にもこれ

までの経験をうまく活用・共有し

ていただくことが，より効果的な英

語教育に必要になると思います。

竹内　先生方は，一人ひとりがプ

ロフェッショナルです。プロは新

しいものにすぐにとびついたりせ

ず，情報をしっかりと手に入れ，

考えます。しかし，いったん腑に

落ちたら，果敢に行動を起こすも

のです。今日の座談会のお話を通

して，いろいろな情報を集めてい

かなければならないことを認識し

ていただき，あとはプロの感覚を

総動員してよく考えたのち，機敏

に動いていただければ，きっと小

中連携はうまくいくだろうと信じ

ております。

　今日はどうもありがとうござい

ました。（2009 年 1月）

ですね。

稲岡　はい。インタビューや発表

をして終わりにするのではなく，

誰かに聞かせるための発表をする

んだということを，生徒たちに理

解させたいと思います。中学生は

生活の中で，苦しんだり悩んだり

しています。人の意見も聞いてみ

たいし，求めています。自分の考

えがおかしいのでは，と不安になっ

たりもしています。大変ではあり

ますが，教師も文型のチェックで

終わらせるだけでなく，そういう

生徒に応えていく必要があるで

しょう。

　本文トピックは，生徒たちが興

味を持つようなもの，心を打たれ

るもの，乾いた心に水を与えるよ

うなもの，また斬新なものもある

とよいと思います。

竹内　 中学 校 の英 語 教 育は，

Language Teachingというより

Language Educationなのでしょ

うね。一人ひとりの子どもたちに

向き合う可能性を残した教科書を

作らないといけないですね。

　それでは，最後に一言ずつお願

いします。

柏木　デジタル教材も充実してき

ましたが，生きたコミュニケーショ

ン活動は先生にしかできません。

教員養成や研修などで，これから

の英語教育を担っていく人材を育

てていくことが重要だと思います。

　また，「連携しよう」と意気込む

と大変ですが，何か共通の目標に

向かっているうちに小中連携がで

きるのがいい形なのではないかと

思います。

畑田　中学校の先生方に，小学

校の外国語活動にも興味を持って

科でそういった学習活動を取り入

れていますね。どんな活動を求め

られているのかが，生徒にもわか

りやすいのでしょう。

畑田　指導している立場として

は，『英語ノート』で学んだチャン

ツなどがマニュアルに入っている

とありがたいです。子どもたちに

思い出させる工夫があれば，小学

校での学びが活かせます。

　また，月，季節，天気など，小

学校でも触れている単語は，もっ

と早くに扱ってもよいと思います。

兼重　テキストは出版社の色が出

るのでおもしろいですね。量が少

ないと，その分授業にオリジナリ

ティを出す先生もいらっしゃいま

すが，出さないでそのまま使う先

生もいらっしゃいます。マニュア

ルでどう示すか，発展的な活動を

どう入れるか，外国語活動を活か

すために最初の部分をどう工夫す

るか，またコンテンツをいかにふ

くらませるか，ということがポイン

トとなると思います。

　また，平成 24 年度の新学習指

導要領開始時の中学生には，小 6

でしか外国語活動を体験していな

い子どもたちもいる可能性があり

ます。プレテキストをどうするか

ということも期待しています。

稲岡　自分の生徒に合わせて工

夫ができる教科書だといいです

ね。また，友だちの発表を聞いて，

英語で感想などを書いてみようと

か，まとまりのある文章を書いて

読んだ人とやりとりしようなどと，

活動に目的を持たせることで，活

動自体が変わっていくと思います。

竹内　発表で終わりではなく，そ

れを通して何かをしようということ
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